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土 岐砂礫層堆積地域 に立地する湧水湿地の 成因と形成時期
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Abstract

　　　Some 　field　surveys 　of　marshes 　around 　Tajimi
，
　Japan，　were 　carried 　out 　to　determine

the　origin 　of　the　spring −water 　marshes 　distributed　in　the　Tono 　area 　of　Gi血 prefecture．

Microtopography，　geological　features
，
　soi1

，
　and 　groundwater　around 　the　marshes 　were

investigated．　It　became 　clear 　that　the　marshes 　are 　on 　different　geomorphic 　surfaces ，

such 　as　upper 　and 　lower　side −hollows，　terraces，　channelways ，　and 　bottomlands．］rerraces

were 　forrned　around 　the　boundary　betWeen　the　Toki　gravel　formation　and 　the　basement

stratum ，
　and 　they 　were 皿 ade 　by　the　collapse 　of 　the　gravel　bed，　The 　marshes 　located

on 　terrace　sur 鉛 ces 　are 　the　most 　upper 　part　marshes 　．in　the　valley ．　Other　marshes 　were

formed　on 　the　down−stream 　side 　of 　the　terraces．　This　area 　received 　the　block　movement

after　the　Tertiary　Period，　and 　was 　divided　into　many 　parts．　The 　basement 　stra加 皿 was

located　to　the　various　altitudes，　and 　the　marshes 　were 歪ormed 　above 　various 　sea 　levels．

The　marshes
’ formation　started 　after　MIS （Marlne　isotope　stage ）3

，
　in　terms　of　the　age

of 　ter1’ace 　formations　around 　the　Toki　r　iver．

　　　Key　words ： sPring 　water 　marsh ，　laπdfoγm 　cla ∬ ification，　geological 　strzactu7e ，

　　　　　　　　　　　　　rainfall −7za 咒offP アoceSS

1 ． は じ め に

　伊勢湾 を中心 と した東海地方の 丘陵地帯 に シ デ コ ブシ ，シ ラ タ マ ホ シ クサ ， ミカ ワ バ イ

ケ イソ ウ， ミカ ワ シ オ ガ マ な ど を代表 とする東海丘陵要素植物 と呼称 され る植物が生 育 し

て い る．こ れ らの 植物 は現在湿地 を主 な生 活の 場 と して お り，湿地の 減少 と共 に絶滅 が危

惧 され，保護 保全が 求め られて い る，

　東海丘陵要素植物が こ の 地域 に分布する 特殊 な生物 と して 認識 され る よ うに な っ た の は

1960年代に な っ て か らで あ っ た ，井波 （1966）は シ ラ タマ ホ シ クサ， シ デ コ ブ シ， ミカ

ワ バ イケイソ ウな ど東海地域に生 育する植物 を調査 し，こ れ らが 伊勢湾の 周辺 に生育す る
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特殊な植物群で ある と して 周伊勢湾要素植物の 名称 を与 えた． また，植 田 （1989）は これ

らの 植物が こ の 地方の 丘陵地 に分布する 湿地の 形成 とともに 進化 ，発展 して きた もの で あ

る として東海丘陵要素植物の 名を与 える こ と を提唱 した．こ れ ら の 植物学 的な研究 に よっ

て 東海丘 陵要素植物の 構成種と重要性が 認識 される よ うにな っ た．

　東海丘 陵要素植物の 重要 性の 認識 と共 に，その 生育地で ある東海地方の 湿地 へ の 関心 も

高ま り環境調査が始め られ るように なっ た．湿地 とそ こ に生育す る植物 に つ い て の 最初の

網羅的 な調査は，菊池ほ か （1991） に よ っ て実 施 された．こ の調査に よ っ て周伊勢湾地域

に分布する湿地の 立 地す る位置 と植物種の 全体像が 明 らかに された　またそ の 中で ，代表

的な湿地 に つ い て 微地形調 査が行わ れ，湿地 を流下す る 表面水の 形態か ら集水型 と拡散型

の 2 つ の タイプ の 湿地がある こ とが 報告 され た ．集水型 は FF一陵地 の 谷底に 立地 し表面水が

流れ込 んで 形成 され る もの ，拡 散型 は斜面腹部に立 地 し線状の 湧水点か ら出た水が 地表部

を流下 す る こ とに よ り形 成 され る もの とされ た　そ の 後 も，後藤 （1992），及び 後藤 ・菊

池 （1997）に よ っ て シデ コ ブ シ の 生 育環境 の 解明を 目的に湿地 の 微地形調査が行われ，こ

れ ら 2 つ の タ イ プ の 湿地が こ の 地域に普遍 的に存在す る もので ある こ とが確認 され た．こ

の うち後者の タ イプ の 湿地 は 当地域 に特有の湧水湿地 の 形態 を示 し，その 成 因の 解明が 重

要 に な っ て きて い る ．

　湧水 湿地の 成因が こ の地 域 に存在す る砂礫層 と，そ こ か ら湧出す る地下水 の 存在に大き

く関わ っ て い る で あろ うと い うこ とは，植物学的 な調査が行われ た当初か ら指摘 されて い

た （本田，1977）．広 木 ・清田 （2000）は春 日井市 の 丘 陵地帯の 湿地 に つ い て 地質 と地 下

水の 湧 出の 関連 を調査 し，湿地が砂礫 層 と基 盤中生層 の 境 界付 近 に形成 され て い るこ と，

地下水が両者の 境界 ，及び砂礫層中に 挟在す る 粘土層の 上 部か ら湧出 して い る こ とを報告

した． また森 山 （2000）は，瀬戸市海上地域にお い て ボー
リ ン グ資料，河川流量 ，河川縦

断形状 と湿地 の 成因の 関連 を調査 し，湿地が砂礫層内の粘七 層が存在す る標高 の直上 に形

成され て い る と した ． 同時期 に 行 わ れた こ れ ら の 結 果 は，湿地 の 成囚が 砂礫層内の 止水

層 の 上 部か ら湧出す る地下水 にあ る こ とを推定 させ る もの とな っ て い る．

　現在．湿地は丘 陵頂部 に近 い 標高の 高い 場所 か ら t 谷 間平野の 低地部にまで 分布 し，収

束型 と拡散型 の 2 つ の タ イプ の 湿 地が，異 なる地形面上 に並 列 して混 在 して い る とされ

る．何故 こ の よ うな位置 に 出来る の か ，地形面 は どの よ うに して形成 され維持 され て きた

の か，地形面 と湿地形成の 関連はあ る の か，またこ れ らは何時 頃か ら造 られ る よ うに な っ

たのか とい っ た 疑問が生 じるが ，まだ こ の よ うな疑問 に対する 明確な研究成果は報告され

て い ない ，本報告は こ の よ うな 疑問の 解 明 を目指 し て 行わ れ た もの で あ り，岐阜県東濃地

域 に分布す る湿地数カ所に つ い て 現 地調査 を実施 し，地形，地 質，土 壌，湧水の 実体 を明

らか に し，その 成因 と形成時代に つ い て 明らか に しようとした もの である，
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2 ．東濃地域 の地形地質の 概要 と調査方 法

2．1．東濃地域の 地形地 質の 概要

　東濃 地域 は，美濃 ・三 河高原 と呼 ば れ る標高 50m か ら 1000m の 丘 陵地帯 で あ る．定

高性を もつ 丘陵面 は土 岐面 と呼ばれ ，土岐砂礫層が堆積 した 時点に形成さ れ た堆積面，あ

る い は浸食而 で （森山，1985 ；1987）西か ら東 に向か っ て高 度を．、トげて い る． こ の 丘陵地

帯 を木曽川，土岐川等 の 河川 が東か ら酋 方向に刻 み込 む と共に，こ れ に ほ ぼ直行する方向

に，多 くの 谷が 入 り込ん で い る ．谷は 比較 的なだ らか で，丘 陵内部 には小 さな盆地状 低地

が多 くみ られる．谷底部 と周辺 の丘 陵部 とは段階状 に高度を変化させ て い る所が 多い ．

　東濃地域の 地質を Table　l に 示す．当地域の 基盤は美濃帯堆積岩，花崗岩，濃飛流紋岩

よ り成 る ．美濃帯堆積岩は チ ャ
ー ト，砂岩，頁岩を主要構成岩石 と し東濃地域か ら北 西側

に広 い 分布域 を もつ 付加帯堆積物で ある．花 崗岩 は内帯 を特微づ け る領家花 崗岩類 で ，三

河 高原 を形成す る と共 に，その 北方の 美濃高原内部に も美濃帯に貫入する よ うな形で大小

の ブ ロ ッ ク状に分布 して い る．濃飛流紋岩は当地域 の 北 東方の 飛騨地域 を主 要 な噴出点 と

す る噴 出岩で あ り，土岐か ら恵那地域 に もその 南端部分が分布 して い る ，こ れ ら基盤岩の

生成年代 は い ずれ も中生代 とい われ て い る．こ の 基盤上 に は ，第三紀 中新世 に堆積 した瑞

浪層群 （糸魚 川，1974） が可児 ，瑞浪，山岡地域 に分布 し， さらに こ れ らを覆 う形で 土岐

口陶土層，土 岐砂礫層が 丘 陵上 に 広 く分 布 して い る． また，主要河川沿 い に は段丘 層，低

地 に は沖積層が堆積 して い る ．

Table　1．　 Geology　of 　Tono　area ，　Gifu　PrefectUre．

Geological　ag に Stra撞graph 童c　units

Holocene a董luvium

Pleistocene Talus＆ fan　dep，　　　　　　　　Tbrrace　dep．

Toki　Sand　and 　Gravel　E
P且ocene 　to　Late　MloceneTokai （Seto）

Group Tokiguchi　Porcelain　Clay　E
Lower　to　Middle　MioceneM 圭zunami 　Group

Late　Cretaceous　to
Paleogene

Ryoke　Granite　　　　　　　 Nohi　Rhyolites

Triassic　to　Jurassic Mino　Sedimentary　Complex

　土岐砂礫層 は ，古東海湖 と呼 ば れ る湖 へ 流 入す る河川 に よっ て形 成 された とされる （牧

野 内 ・中山，1990）．これ と同時期 に形成 され た 地 層 は東海層 群と総称 され，伊勢湾を囲

む東海地方
一

円に分布 して い る．こ れ らの 地層面上 は，東濃地域 と同様に東海丘 陵要素植

物の 生育地 とな っ て い る．陶土 団体研究グル
ープ （工999）の 調査 に よれ ば，土 岐砂礫層 は

1200万年前か ら 150万 年前の 問に比 較 的ゆ っ くり時 間 をか けで 堆積 した 地層で ある と さ

れ，透水性が大 きく高強度の 降雨 で も全 て 内部 に浸透 させ る能力を有 し て い る．砂礫層の
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F部層 に は，土岐 口陶土層 ，瑞浪層群，美濃帯堆積岩等が あ るが，これ ら の 岩石 は透水性

が低 く礫層内に浸透 した雨水の 下 方 へ の 浸透 を阻 止する止水層 とな っ て い る こ とが多い ．

2．2．調査方法

　多治見市周辺で 土岐砂礫 層の 堆積 す る地盤上 に形 成 された湿 地に つ い て ，湿地周辺の 微

地形 ，地 質，土壌の 現地調査 を実施 した ．Fig．1 に 3 つ の 調査 地の位置を示す。微地形 は

現地 踏査 に よ り 1／2500地形 図上 に傾斜 変換 点 を書 き込 み区分 した ．重要 ポ イ ン トの 特定

に は光波測距儀 に よ る簡易測量 を行 っ た．微地形区分は田村 （工996）に依 っ た．地質は露

頭を現地調査 した ．適当な露頭 が な い 地点に つ い て は ，地表部の 土壌，及び周辺の 露頭か

ら類推 した 、土 壌は微地形区分 ご とに試坑及び検土杖に よ り土色 （標準土色帳，1967） を

調査 し土壌柱状 図 を作成 した．還元状 態 の 判定 はジ ピ リジ ル 試薬 に よ っ た ，土壌分類 は，

森林土壌分類 （森林±壌研 究会，1993） に準 じた．

Fig．1．　 Locations　of　the　investigation　points　and 　topographic　map 　of 　Tajimi　area ．

　 A ：Fuj  i−cho 　district　B ：Oyabu　district　C：Kakishita　district　D ：Kokeizan
　 district

3 ．調 査 結 果

3．1．多治見市富士見町地区

3．1．1．位置 と湿 地概要

　調査地 は 多治見市西方に小 高 くそ び える 丘陵 地 の 東麓 部 に位 置 して い る （Fig．　l　Site

A ）．丘陵 は 南北 方向に連 な る 華立 断層 の 衝 上 運動 に よ っ て 造 られ た とされ て い る （鹿野

1998＞，丘 陵頂部 の 高社由と多治見市 の ある沖積低地 とは 300m ほ ど の 標 高差を もち，東
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に向か っ て階段状 に高度 を下 げるが，低 地に近 く傾斜が やや平坦 になる部分 に湿地が形成

されて い る．湿地周辺の 地質は上 部か ら上 岐砂礫層，土 II皮口陶土層，美濃帯堆積 岩か ら成

り，土岐砂礫層 と土岐口 陶土層 の 境界付近の 段丘状平坦面上，及 び谷底面等に 湿地が 造ら

れ て い る．平坦 面上の 湧水 湿地 上に は トウカ イ コ モ ウセ ン ゴ ケ， ミミカ キ グサ ，イヌ ノ ハ

ナヒ ゲな どの 草地植生が ，湿地境界付近 には叢生型 の シ デ コ ブ シ が生 育す る．また ，水路

お よ び谷底面の 湿地 に は
一

本立 ちの シデ コ ブ シが生育 して い る．

3．L2 ．微 地形 と湧 水

　微地形分布の調査結 果 を Fig．　2（a）に示す．調 査地 は北端に丘頂部，南 に主谷 の 谷筋 を

有す る四角形の 領域で ，北 か ら南方向へ 傾斜 した地形 で ある，主谷線に沿 っ て東西方向に

段 E状の 平坦面が 配置 し，南北 方向には 狭 く長 い 谷頭凹地が 3本刻 まれ て い る．さらにこ

れ ら の 平坦面や ，谷頭凹地内を刻む形で 短 い ガ リ
ー状 の 水路が 何本 も形成 さ れて い る．ま

た，平坦 面付近や ，下 部谷壁斜 面 に は崩壊地 が 多 く見られ る． こ の よ うな地形上 の ．段丘

状平坦面，下部谷壁斜面，水路，谷底面に湿地が分布 して い る．

　湿 地の 立地する尾根筋の 縦 断 を見 る と以下 の よ うに な っ て い る．上部谷 壁斜面 は，傾

斜 20度程度で 頂部斜面 との 傾斜変換線付近に クラ ッ クが見られ る こ とが あ るが比 較的安

定 した斜 面 とな っ て い る ．こ の 斜面の 末端部 は，落差 1．5　m 程度の 小 さな崖 とな り，そ の

先は傾斜 4 度程度の 平坦面 となる．崖の 下端か ら地下水 が湧出 し，水 は平坦 面上 を薄い 布

状 に流下 して い る．平坦 面 の 表面 は土壌浸 食を受け 1 裸地状 の 湧水 湿地 とな っ て い る，平

坦 面の 前面は 急傾 斜の 下部谷壁斜面 となるが、こ こ で は表層崩壊が多発 して い る．また ，

こ の よ うに小崖の 前面で緩傾斜 の 平坦 面が 形成 され る例 とは別 に，小崖の 先か ら傾斜面 が

（a）

曇
■

匯
豐
畢

N　　　　 （b 〕

俺

靉
■

瀛

o　　　　　　　　　　　　　 Ioont
一

Fig．2．　Result　of 　the　survey 　of　Fujimi−cho 　district．

　　（a）Micro−1a皿 dform　classification　map 　（b）Geological　map

　　1： Crest　flat　2： Crest　slope 　3：Upper　side 　slope 　4；Lower　side 　slope 　5：Lower

　　side 　follow　6；Terrace　surface 　7：Channelway　8： Bottomland　9：Main　 scarp

　　lO：stream 　line　ll：marsh 　l2：Spring　water 　point

　　a：Alluvium　deposit　b： Colluvial　deposit　c：Toki　Sand　and 　Gravel　Formation

　　d：Tokiguchi 　Porcelain　Clay　Formation　e ：Mizunami　Formation
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始 ま り，谷底面付近 まで よ り急な斜面 が形成 されて 平坦面が消失 して い る ような場所 も観

察 され る．こ の 斜面上 に も湧水 は平坦 面上 と同 じように薄布状 に流れ ，傾斜の 急な湿地 と

な っ て い る．

　
一

方，谷筋 に 沿う縦 断は 以下 の ように な っ て い る，丘頂 部付 近 の 谷 は，幅 8m 程 度で

平坦 で 緩 い 傾斜の まま頂部に接 し，明瞭な谷壁斜 面を欠 い て い る，こ の 谷形は下流 に 向か

うと徐 々 に谷幅 を狭 め，途 中で V 字谷状 とな っ て平坦 面 は消 失す る．V 字 谷が段丘 状平

坦面付近 に 出会 う付近で小 崖が形成 され，その 先 に水路が 現れ る．崖は高さ 1．5m 程度 の

す り鉢状で ，下 端部 か ら水が湧 きだ し小 さ な谷頭 を形成 して い る ．水 路 は谷底幅 3m 程

度で 20m 程流下 した後，浸食崖 を介 して 主 谷 に合流 して い る．

　主谷の 谷底面に は下部 谷壁斜面 か らの 崩積土 や浸食土 砂が堆積 し，地表面 の不陸が激 し

く，凹地部 に水が滞留 し低湿な 湿地 とな っ て い る ．

3，1，3．地質 と土壌

　地 質調査 結果 を Fig．2（b）に 示す，丘 陵上 部 に堆 積す る土 岐砂礫層 は，砂岩，頁 岩，

チ ャ
ー

ト，花崗岩の 礫 を主体 とする砂礫で ある．花 崗岩礫は風化 し軟化 し て い る，主谷右

岸 の 標高 145m 付近 に は 半固結状態の シ ル トが 露頭 して い る．岩質は均 質 で 亀裂が な く

地下水の 止水層 として 十分 な岩石 で ある．岩質か らこ の シ ル ト層 は土岐砂礫層下 部の 土 岐

口 陶上 層 と判 断 され る、標高 110m 付 近 には こ の 地 区の 基 盤層で ある 美濃帯 堆積岩 が露

頭 して い る．シ ル ト層 全体 の 厚 さは確認 で きな い が 10m 以上 の 層厚 を持つ と思 わ れ る ．

この 層の 上端標 高はほぼ段丘状平坦面の 位置 と
一

致 して い る こ とか ら，平坦面が シ ル ト層

の 上面付近に 形成され て い る こ とが確認で きる．

　土壌 調査 の 結果 は 以 Fの よ うで あ っ た ，頂部平坦 面上 に は ，未熟 な赤 色系 褐色 森林土 ，

頂部斜面か ら上 部 谷壁斜面 に か け て は褐 色森林土が 分布 して い る． h部谷壁 斜面下部の 遷

緩線付 近 には L5　m 程度の 厚さ で 湿性褐色森林土 が 堆積す るが，こ の 土壌は小崖の 下流側

で は無 くなる ．段丘状平坦面上 は砂礫の 多い 粗粒 受蝕 土で あ り，受蝕土 内部 に は，グ ライ

化 した軟質の 粘土 が 見 られる．こ の よ うな平坦面の 土壌 は砂礫層 と褐色森林土 に 由来する

もの と思 われ，上部斜面か ら運 ばれ た もの と考え られ る．一
方，小崖の 前面 に造 られた急

傾斜 な湿地は ，全 面が 細粒の グラ イ層 とな っ て お り礫 は見 られな い ．こ の標高に は土 岐口

陶土層が 分布す る こ とか ら，細粒土壌は陶土 層の シ ル トを母岩と して お り，平坦 面上 の 土

壌が浸 食 され形成 されて もの と思 われ る、水 路底 谷底面は 新 し く堆積 した未熟土 で ，グ

ラ イ土，腐植，礫質の 褐色低地土等がモ ザ イク状 に分布 して い る．

3．2．多治見市大藪地区

3．2．1．位置 と湿地概要

　富士見 町地 区の 北西方向，同
一

丘陵上 にある湿地で ある （Fig．　l　Site　B）．富士見町の 湿

地が丘 陵麓 部に位置す る の に 対 して， こ の 湿地 は 丘 陵 の 比 較的 高 い 位置 に 形成 され て い

る，湿地周辺 は華立断層 に伴 う構造運動の 影響 と思 われる断層崖 や崩壊地形が 発達 して い

る．地 質は上 部か ら，土岐砂礫層，シ ル ト層 とな っ て お り，砂礫層 とシ ル ト層 との 境 界付
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近 に湿地が形成 されて い る．湿地背後で は，十岐砂礫層が崩壊 しつ つ あ り，様 々 な段階の

崩壊地形が観察され る．湿地に は シ デ コ ブ シ ， トウ カ イ コ モ ウ セ ン ゴ ケ， ミカ ヅキ グサ な

ど の 湿 地植物 が生 育 して い る．

3．2．2．微地形

　湿地 周辺の 微地形区分 を Fig，3（a）に示す ．頂 部斜面で 囲 まれた 3本の 谷が
一

本 に合流

し北に流下 して い る．各谷 にお い て上部谷壁斜面内に 2段の 谷頭状地形が 識別で きる． こ

の うち下部 にある谷頭状地形の 周辺 に は崩壊崖が 集中して い る．崩壊 は規模が大 き く隣接

する谷に 及び，
一

体化 して 大 きな谷頭部 を形成 しよ うと して い る よ うに 見え，崩壊地をつ

な ぐと調査地 を東西 に横断する大きな崩壊帯が 浮か び上が る．湿地は崩壊崖 に 囲まれた下

部 の 谷頭 凹地 内と崩壊帯前方の 上部谷壁斜 面内に 認め られ る．

　中央下 部の 谷頭 凹地 に つ い て み る と，凹地 を囲む斜 面は砂礫層か ら成 り，そ の 斜面に は

3段 の 段差が で き，そ れ ぞれ の 段差の 境界 に は新鮮 で 明瞭な ク ラ ッ クが観察され た．凹地

底面に は崩壊土砂が堆積 し，斜面下端部か ら湧きだす地下 水に よ り泥沼状に な り，侵食 さ

れや す い 状態 に ある．こ の よ うな状態 か ら，凹地 部は 活発 な崩落部で あ り，砂礫層の 崩壊

と崩壊土砂の侵食が激 しく進行 して い る場 所で ある と見な すこ とが 出来 る．

　一方，上部谷壁斜面内の 湿地 は上端部に 線状 の 地下水 湧水部 を持ち．表面 を薄 く布状 に

水が 流下 し て 裸地上 に な っ て い る、湿 地の 背後は急斜面 を介 して緩や かな上 部斜面に続い

て い る．こ の 急斜面は崩落帯とほぼ 同一の 標高 に あ り，崩落帯 と連続す る ような形態 を取

るこ とか ら，その 形成が谷頭凹地で 見られ る の と同様 な崩壊 に よ っ て 形作 られ た もので あ

り，現在は活動が休止 して い る もの と考える こ とが で きる ．

傘

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 o　　　　　　　　　　 lOOM
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 −

Fig．3．　 Result　of　the　survey 　of 　Oyabu 　district（a）Micro−landform　classification 　map

　　（b）Geological　map 　Explanatory 　notes 　are 　the　same 　as　Fig．　2
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3，2，3．地質 と土壌

　地質調査結果 を Fig．3（b）に示す．基盤 は美濃帯堆積岩か らな り，そ の 上部に土岐口陶

土 層，土岐砂礫層が 堆積する．崩壊崖は土 岐砂礫層 よ り成 り標高 260m 付 近が滑 り面の

下端 とな っ て い る．標 高 235m 地 点で 半 固結状 の シ ル トが確認で きたが 土 岐砂礫層 と の

境界は確認で きて い な い ．隣接 した 谷の 露頭 で は ，250m 付 近で 同じシ ル ト層が 確認で き

た ．以上 の よ うな地層状況か ら土岐砂 礫層の 崩壊 は富士見町 地区 と同様に砂礫層 と シ ル ト

層 と の 境 界付近で 生 じて い る もの と判断され る．

　土壌調査 の結果 は以 下の よ うで あ っ た．頂部平坦面 には赤色系褐色森林上 ，上部谷壁斜

面 上 部谷頭 凹地 に は褐色森林土が分布する．上 部谷壁斜 面上 の 湧水 湿地表面付近 は ，砂

礫 か ら成 り透水性が 高 く浸食状態にあ るが細粒 部はグ ラ イ化する．下 部谷頭の 凹地部に は

礫質土，腐植 物，粘土 が入 り交 じっ て 堆積する 未熟土帯で ある．深度 30cm 付近か ら下

部 は グ ラ イ化 し斑 紋が 見られる ．こ こ で は，周辺の 崩壊 が続 い て い る こ とか ら，水路が
一

定せ ず．地 下水位面が 一ヒ下 して 斑 紋が 生 じた もの と考 え られ る．

3．3．可児市柿下地区

3．3．1．位置 と湿 地概要

　調査地 は可児市 の南方に広が る台地部 に位置す る （Fig．1Site　C）．台地頂部 の 標高 は約

200m ，低地 部の 標 高は 140m ほ どで ，比 高 60m 程度の 穏 や か な地形 で あ る．湿地 は台

地 を刻 ん で 沖積低地 へ 抜ける谷の 中央付近 に形成 され て い る．丘陵の 基盤は瑞浪層群 よ り

成 り，上部に は土 岐砂礫層が堆積 して い る．谷の 中流 部に ⊥岐砂礫層 と瑞 浪層の 地 質境界

が あ り，境界付近の 段丘状平坦面上 ，及 び水路 に沿っ て湿地が造 られて い る ．水路 の 湿地

に は シ デ コ ブシ， ミカ ワ バ イケ イ ソ ウが 生育 して い る ．

3．3．2．微地形 と湧水

　微地形の 調査結果 を Fig．4（a）に示す．調査地 の 南側 を頂部平坦面が半 円状 に取 り囲み ，

こ の 内側 に北方向に向か う谷 が発達する．富士 見町地区で 見 られ た の と同様に ，谷沿 い に

段丘状平坦面が 形成され こ の 面上 に湿地がある ．こ こに は ，前記 2地 区で 見 られた よ うな

谷筋 に造 られ た下部谷頭凹地は 欠 い て い る ．

　湿地が形成 された E腹斜 面 に沿う地形縦断を見る と，緩 や かな上部斜面が とぎれ、急傾

斜 とな っ た先に 平坦 面が 現 れ，その 上 に湿地 が造 られ て い る，急斜 面上 に は小崩壊，ク

ラ ッ クが 見 られ る．急斜面の 下端付 近か らは線状に地 下水が湧 き出 し，平坦面上 の 湧水湿

地が形成 されて い る．こ の 地形配置は 大藪 地区の 尾根線の 配置 と同様で あ り，急斜面及 び

そ の前面の 平坦 地が崩壊 に よ り形成され た もの で ある こ とを伺わせ る．

　また，谷筋に沿う地 形縦断 を見 る と，谷頭 は尾根部 か ら始 ま り，長 く単
一

な傾斜が 続 い

た後 遷緩線を介 して よ り緩 い 傾 斜の 傾斜が谷底平野 まで 続 い て い る．遷緩点の 位置 は段

丘 状平坦 面の 位置 と一
致 し，こ の 付 近か ら水路が始 ま り下 流側 に湿地が 造 られ て い る．水

路 の 始 まる ガ リ
ー

前方に長 さ lm ，深 さ 0，8m ほ どの プー
ル が 出来 て い る，同様な プー

ル

が 2，3 個連続す るよ うな箇所が こ の 地域で多 く確 認 される ，こ の よ うな形態か ら，プー
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（a ）

0

奄

100M

（b）

Fig．4．　 Result　of　the　survey 　of 　Kakishita　district．（a）Micr〔）
−landform　classification 　map

　　（b＞Geological　map 　Explanatory　notes 　are 　the　same 　as 　Fig，　2

ル の 成 因は谷筋に集中 した地下水流 に よ っ て 砂礫層が 内部浸 食 され ，陥没 に よ っ て 造 られ

た もの と推定 される．水路開始点か ら水路の 側方に平坦 面が形成され る よ うに なるが ，初

め は水路 と平坦面は同一平面上 に あるが ，下 流 に行 くに した が っ て 水路 面は低下 しt 比高

が 増 して段丘状 の 形態 を示す よ うに なる． こ の よ うな形態を示すの は 次に 示す地質の 影響

に よる もの と思 われ る．

3．3．3．地質 と土壌

　地 質調査結果を Fig．4（b）に示す，調査地の 基盤 を成す第三 紀の 瑞浪層群 が下流 の 谷筋

に分布 し，大部分は土岐砂礫層 に 覆わ れ て い る．瑞浪層群の 岩質は マ ッ シ ブな頁岩で あ り

標 高 160m よ り下部 に表れ る．標高 170　m 付 近 の 砂礫層の露頭 で は t 瑞浪層群 か ら もた

らされた 頁岩の 礫 を多量 に含 み， マ トリ ッ ク ス に粘土 を多く含ん だ地層が観察 される．ま

た，鉄分の 固 まっ た鬼板 と呼ばれ る薄層が何層 も見 られ，こ こ か ら多量 の 湧水が 湧 きだ し

て い る． こ の 層 は 土 岐砂礫層 の 基底礫層 と考 え られ，こ の 層と下 部の 瑞 浪層が止水層 と し

て機能 して い る もの と思 わ れ る．基 底礫層の 上面 の 標高 は平 坦面 の 標高 と調和的で あ り．

こ の 付近 が滑 り面 とな っ て 崩壊が 生 じて い る ．

　土壌 調査結果 は以下 の よ うで あ っ た．当地域 で は頂部平坦 面の B 層の 土色 が 5YR と赤

色が強 く，且 つ 1．5　rn 以上の 厚さを有 し赤色土 の 特徴 を示 して い る ．上 部斜面 及び谷頭

部に かけて は褐色森林土 ，段丘状平坦 面 は表層部に礫 の 多い 受蝕 土 ，谷底面には 未熟な低

地土が 分布す る ．平坦面の 深度 20cm 付近 に は斑 紋が 観察 され，湧水湿 地 で も水位が 季

節 的に 変動 して い る ようで ある．斑 紋は 谷底部の 低地土で も見 られ ，こ こ で も地下水位面
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の 上下 動が 繰 り返 されて い る よ うで あ る．

4 ．考 察

4．1．谷の 形態 と湿地の 形成

　白井 （1978）は未 固結 の下 総台地の 浸食谷を調査 し，それ らを形 態的 に 5 つ に分類 した

が，基 本型 とし て は地 表水 ・湧水 に よ っ て形 成 さ れ る A 型 の 谷 と，崩壊 に よっ て 形成 さ

れ る B 型 の 谷 の 2 つ に分類 で きる と した． こ の うち，A 型 の 谷 は台地面 内部に細長 く食

い 込 ん だ谷で，谷頭部は台地面 に緩やか に 開けその 上 限が 不 明瞭 とな っ て い る もの ．B 型

の 谷は台地の 縁辺部に位 置し，谷頭 は馬蹄形の 急崖で 谷底は広 く平坦 で 湧水がある もの で

ある とした．今回 の 調査 にお い て もこ の ような形態的特徴を持 つ 谷 を確認する こ とが 出来

た．A 型の 谷 は，富士見町地 区お よ び柿下地 区の 湿地上流 でみ られ ，丘 陵内部 に細長 く食

い 込み 丘頂面 との 境 界が 不明瞭 と な っ て い る の が 特徴的 で あ る．また，B 型 の 谷は大藪地

区の 下流側の 谷頭状 地形が 代表的な もの で ，谷壁部が 崩落性の 急崖を示 し谷底部は平坦 で

湧水が ある 点が特徴的で ある ．富士見町地 区，及 び柿下地区の 湿地付 近の 地形 に つ い て も，

平面形が 馬蹄形で は な く平衡形 を示す もの の ，急崖 とその前方に平坦 で湧水が ある点か ら

B 型 の 谷，ある い は その 初期形 と考 え られる．白井の 調査地の 地 質は砂層，本地域は砂礫

層 とや や 違 い は あ るが水理 的 に は似 た 地 質で あ り，湧水湿 地が B 型 の 谷 に 代表 され る よ

うな崩壊 地の 底面付 近に形成され る と考 える こ とが で きる． こ の よ うな崩壊は主 に地質 と

地下水の 影響に よ っ て 引 き起 こ される と考え られ，当地域で は丘 腹の 凸型斜面や 平衡斜面

の み で な く，古 い 谷 の 内部 に も形成 され る ．古 い 谷 は丘 陵 内部 に 食 い 込 ん だ A 型 の 形 態

を示す こ とが多 く，新た な崩壊 に よ り 2重 の 谷頭地形 と して 識別 され る．凸型や 平衡斜面

で 崩壊が発生 した ケ
ース で は湿地 は拡散型 とな り，狭い 谷間で 発生 した ケース で は 下流に

水路が形成 され収束型 の 湿地 となる．

4 ，2．湿地の形成位置 と分類

　Table　2 に 3ヶ 所の 調 査地全 て を ま とめて 湿地が 立 地す る場所 の 微 地形 単位 を示 した ．

こ れ に よれ ば，湿地 は上 部谷壁斜面，上 部谷壁 凹地，段丘状平坦 面，下部谷壁斜面 ，下部

谷壁 凹地 水路底 谷底面 と様 々 な場所 に形成 されて い る こ とが分 か る．そ こ で， こ の よ

うな湿地の 微地形上 の 位置 を基 に分類 を試み た，こ の 分類 を基 に 各湿地の 形成過程を考察

してみ た い ．

　湿地 は，表に示すよ うに 崩壊 地湿地，谷壁斜面湿地 ，平坦 面湿地 ，谷壁斜面湿地 水路

底 谷底面湿地 の 5 つ に分類 した．崩壊地 湿地 は大 藪地 区に典型 的 に見 られ る． こ こで

は，下部 の 谷頭 凹地内に 崩積 土 と湧水に よ っ て形成 されて い る．他 の湿地 は こ の 湿地 よ り

下流側 に 出来て お り，一連 の 湿地の 中で 最上 流部 に形 成 され る．湿地 の 初期 形態で あ り，

崩壊を特徴 とす る こ とか ら崩壊 地湿 地 と した．止水層上部を滑 り面 と して 砂礫層の 崩壊が

生 じ，崩積土 内に地下水が流入 して軟弱な土 壌が形作 られて い る．植物の 浸入 は貧弱で あ
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Table　 2．　 Marsh 　classhication 　based　on 　the　micro ・topography ．

Landform　class 誼cation Marsh　classification

Small　scale 　 Subsmall　 Micro　scale
　 units 　　　　scale 　units 　　　　　units

marsh 　name
　　　　 　　　 Surface　slope
Sediment　type
　 　 　 　 　 　 　 　 （degree）

U
嬲譜

lan
蠕窯

「ea
　 S・d・men … n 5〜10

　UpPer　　 Small　terrace　　terrace　marsh
valley　side　　　　　surface

Erosion 4〜10

side
Upper　sid〔ト

　　　　　　 sideslope 　marsh

　 slope
Erosion 5〜20

　 　 　 　 　 Lower　side

　Lower　　　　 hollow

valley 　side

1andslide　area
　 　 　 　 　 　 　 Sedimentation
　 marsh

5〜10

Lower
　　 　　　 sideslope 　marsh
sideslope

Erosion 10〜45

Valley　floor
Bottomland　 Bottomland　marsh 　 Sedimentation 3〜8

Channelway　 Channelway　marsh 　 Sedimentation 4〜lO

るが， こ の湿地 の 下流側 に は比較的安定な場所があ りそ こ には
一

本立 ちの シ デ コ ブシが生

育す る ．同 じよ うな崩壊 は，規模が小 さい が 富士見町地区で も確認 された．V 字谷内にす

り鉢状 の 小 さ な崩壊が生 じ，その 下 流 が 水路 とな り後 に述 べ る水路低湿地 に連続 して い

る．大藪地 区の 崩壊湿地が 上部谷壁部に位置 して い る の に対 して ，富士見 町地 区で は下部

谷壁部に位置 して い る ように 見 えるが こ れ は 止水層の 丘 陵上 の 相対的な位 置関係 に よ る も

の で ，そ の 成因は 同 じ もの と考 えて よ く，
一

つ の 湿地 と して 分類 した．

　平坦面湿地 は線状の 湧水の 下方に形成 された傾斜が 5〜10度程度の 比較的緩い もの で あ

る．大藪地 区で は見 られ なか っ たが，多 くの 場所で観察で きる湿 地形態 で ある．平坦面 は

止水層の 上面 に形成 され るた め ，湿地 は谷筋 に沿 っ て 同
一
標高上 に連続 的に分布す る こ と

に なる．こ の ため，段丘 の よ うに段丘 面 と谷底が 同一の 比高で 連続す る よ うなこ とはな く，

下流 に行 くに従 っ て 段丘 崖の 段差が大 きくな る．平坦 地の 表面 は砂礫で 覆 わ れ細粒分は少

ない 、 こ れ は常時浸食傾向 に ある ため細粒分が洗 い 流 され る た め と考え られる．湿地内 に

は トウ カ イ コ モ ウ セ ン ゴ ケ， ミ ミ カキ グサ な どが まば らに生育す る と共 に，湿地 のす ぐ上

流側で 褐色森林土壌 が 残る場所に は小型 の シ デ コ ブ シが 多 く生育する．こ の 湿地が現れ る

の は先の 崩壊湿地 と隣接す るかその 下流側で ある ．こ の よ うな位 置関係か ら，平坦面湿地

は谷壁斜 面上の 崩壊 湿地が 浸食され て 崩積土が 少な くな り，平坦状 に な っ た状態で ある と

考 える こ とが で きる．

　谷壁斜 面湿地 は，平坦面湿地 と同 じように線状 の 湧水 の 下部に形成 され た もの で t 傾斜

が さらに急な もの で あ り各調査地点で 見る こ とがで きた．斜面 の 位置は大藪地 区で は上部

谷壁斜面上 ，富士見，柿下 地区で は下部谷壁斜面上 に形成 されて い る．こ れ らの 湧水の 標

高は 平坦 面湿地の 湧水 の 標高と同 じで ある こ とか ら，平坦面湿地が 浸食され 傾斜が急 な状

態に な っ た こ とで で きた 湿地 と見 る こ とが で きる．浸 食の 程度，基盤の 地質に よ り表面の

土壌が 異 な り，砂礫の 未熟土 に 覆われ る もの や，細粒の グ ラ イ土 に 覆われる もの が ある．
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こ の 湿地 は平坦面湿地 と共に東濃地域の 湧水湿地 を代表す る湿地形態で あ る．

　水路底湿地 は，水路 に沿 う比較的規模が小 さい 湿地で ある　こ の 湿地 は，占い 谷間の 崩

壊湿 地の 下流側 に造 られ る ケ
ー

ス と平坦面を開析す る 形 で 造 られ るケ
ース が あるが ， い ず

れ も止水層上 に造 られて お り，上流側湿地へ 湧出した地下水が集ま っ て 流下 して い る．土

壌は 細粒 グ ラ イ土 が 多 く斑 紋 を有す る．水路 の ド流 部で 浸食前線 を介 し て 谷底面 へ と続

く．後藤 ・菊池 （1997）が シ デ コ ブ シ の 生育地 と した水路底 の 湿地 はこ の 湿地 を言 っ て い

る もの と思 わ れ る．

　谷底面湿地は，
一

連 の 湿地 の 内で 最下 流 に位置する湿地で ある．大藪地 区にお い て は調

査区域 に お い て 谷底面湿地 を欠い て い るが，こ れは標高が 高 く傾斜が 大 きい ため 湿地 の 現

れる 谷底 面が移動 し，さ らに下流の 標高が低 い 地点 に形成 されて い るため で ある．こ の 湿

地は前記 した よ うな湿地 を通過 した土砂や 水が谷底面 に 溜まる こ と に よ っ て 形成 され た湿

地で あ り，細粒 グ ラ イ土 ，粗粒未熟十，褐色低地土 な どが モ ザ イ ク．ヒに分布す る．土壌 層

が比較的厚 く， こ こ に は一
本立 ちの シデ コ ブ シが生育す る，

　以 上 の よ うに分類 した湿地 の 概念 を Fig，5 に示 した．

4．3．土岐砂礫層地域の構造運動 と湿地

　以 上述 べ た よ うに ，東濃 の 湿地 は様 々 な位置 に形成 されて お りその 位置に よ り分類で き

る こ とが 分か っ たが ，こ こで は湿地が どの よ うな歴 史的背景で 造 られて きた の か考えて み

た い ．東濃湿地 に 固有の 湿性植物に は寒地 性，暖地性の もの が見 られ るが ，い ずれ も氷 河

期 ，問氷期 に この地域 まで南下，北上 して きた もの が気候変動と共に 湿地 に逃避 し進化 し

て きた もの と され て い る （植 田，1994）．こ の よ うな植物 の 変遷 を考え る と，東濃湿地 は

少な くと も第四紀 の 氷河期 に 入 っ て 以 降，連続 して 現在の よ うな状 態で 存続 し続けて きた

もの と考え られ る．

　糸魚川 ほ か （1996） は東濃湿 地 に特徴的 なシ デ コ ブ シの 生育する 湿地 につ い て 調査 し，

湿地 は 山地 また は丘 陵地 の 谷 間，または 山地 ・
丘 陵地が 平地 に接 す る所 にあ り，標高で は

最低 40m か ら最高 700　m に分布 して い る と して い る，一方，土 岐砂礫層は 東濃地域 の 西

側で 標高 50　m ，東側 で 800m の 問に分 布 して お り，シデ コ ブ シ の 分 布地域 とよ く
一

致 し

て い る．先 に述 べ たよ うに 上岐砂礫層は第三紀 中新世中期か ら鮮新世 に か けて古東海湖 に

堆積 した もの で あるが ，砂礫層が こ の ように東か ら西へ 傾斜 して い る の は ，土 岐砂礫層堆

積後 に起こ っ た濃尾傾動 地塊 運動 と呼ばれ る構造運動の 結 果で あ る と されて い る （桑原，

1968）．東濃湿地が 低地部か ら丘 陵部 まで 広 い 範 囲 の 標高に分布す る理 由の 1 つ が こ の よ

うな構造運動の 結果 にあ る と い える ，

　
一

方，湿地の 立地点が丘頂部に近い 山腹斜面か ら，中腹部の谷間，沖積低地 と接す る丘

麓部 まで 様 々 な場所に 形成される の は ，通常の 湿地が水路開始 点か ら下流側 の 凹地部に立

地 して い る の と は 大 きく異 な っ て い る．牧野内 ・中山 （1990）は ，東濃地域 の 地質 を調査

し当地区の 地盤は第三 紀中新世以降内帯 の ブ ロ ッ ク化運 動を受けて 幅数キ ロ 単位の ブ ロ ッ

ク状 に 分割 され，それぞ れの 地塊 は個別 に様 々 な高さに 上昇，沈 降 した と して い る．土 岐

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japanese Geomorphological Union

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Geomorphologioal 　Union

土岐砂礫層堆積地域 に 立地す る湧水湿地 の 成 因と形成時期 125

　　　　Lower　va 口ey 　side 　　　　　　　　　　　　　　　UpPer　valley
ト
ー 一一一

→ k → ト
ー 一 一 一 一 一 一一一 一 一 一 一 一 一 一 一 一一 → →

Charlnelway，　Bottomlan

Landslide

Bottomland

melway

marsh

　　　　　　　　　　　　　Terrace　 marsh

Sideslope 　 marsh

arcamarsh

ii．§贈 鰓 ii
iii韈覊 iii

………G … d ・ ・ し
§
・

SpringPoint

Colluvial
一

嵩
一一一一．一

Silし，Clay

］ebel

（a ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Lower 　head

l＿ 塑 ＿ ト竺 一

Landslide

B°tt   ’

轡
Channelway　 marshareamdrsh

Sand
「

1：1非 1≡

一ColIUvial
疊一

Alluvials ‘）il一一’
Debris

＿deposit
Silt，Clay

　　　　　　　　　　　　　　　　（b）
Fig，5．　 Schematic　cross −section 　of　marsh 　classifications 　in　the　Toki　Gravel　Forrnation．

　　（a）Ridge　line　section 　　（b）Valley　line　section

口陶土層や 土岐砂礫層 は，こ の よ うなブ ロ ッ ク化運動の 中で 堆積が繰 り返 された ため ，地

層 は細分され それぞれが異 な っ た 標高 に配置 され る こ とに な っ た と考 え られ て い る．砂礫

層 と基 盤の 止水層付近 に形成 され る湿地 は， こ の よ うなブ ロ ッ ク化運 動の 影響を うけて ，

様 々 な標高に存在す るよ うに な っ た と考え る こ とが出来る．

4．4．湿地の 形成時期

　東濃地域の 湿地 は，第三紀中新世以降の 上記の ような歴 史的背景の 基 に形成され て きた
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と考えられ るが，こ こで は 個別の 湿地 につ い て その 形成時期 を検討す る．湧水湿地 の 形成

条件と して ，礫層 と止水層の 存在，止水層上 か ら の 地下水の 湧 出が必用で ある．当地域で

こ の よ うな条件が 整 っ た 時代を河岸段丘 の 形成 史か ら考えて み た い ．

　円力ほか （2011）は，土 III支川流域の 河成段丘 を調査 し，土 r岐川流域 に は高位，巾位，低

位 の 段 丘が 発達 し，H1 か ら L3 まで 10段程度の段丘が 識別出来る として い る．こ の 報告

を基 に，多治見地区の 段丘 に つ い て 標 高，比高，堆積 時期 ，離水 時期 に つ い て まとめ た も

の を Table　3に示す．表 中比 高は段 丘の投影縦断形図か ら読み取 っ た値を記載 した．形 成

時期の 検討は，湿地周辺 で段丘 が識 別 されて い る富士 見町湿地 及び段丘 の 明瞭な虎渓山

湿地 につ い て 行 っ た，

　富士 見町湿地 （Fig．2）の 標高 175　m 付近 の 頂 部平坦 面 は，田力 ほか （2011）の 図で は

明確に段丘 面 と して 認定 して い な い が，Table　3 に示す段 ITi標高 との 比較 や ，赤色土の 存

在 か ら H4 面 に相当する と考え られ る．　 H4 面 は MIS （海洋酸素同位体 ス テ
ー

ジ）11 （約

40万年前）か ら MIS6 （約 15 万年前）の 問に形成 され た段 丘面 と され て い る．また，止

水層の 標高が 145m に あ り，湿 地の 形成 に は浸 食基準面 が こ れ 以下 に低下する こ とが必

用で ある．浸食基準面 は後に形成 され る段丘 面が 相当す る と考える と，基準面 が砂礫層厚

約 30m 以上低下 す る 時期は ，比 高か ら M3 段 丘 の 形 成時期 に当 た る．すなわ ち，富士見

町湿地 は，M3 段丘 形成時期 以降 に形成 された もの とい うこ とが 出来 る．　 M3 段 丘 の 形成

時期は MIS6 か ら MIS5 （約 12．5万年前）の 間で あ り，最終 間氷期 には湿地が 形成 され る

条件が整 っ て い たこ とに な る．

Table　3．　Classification　of　terraces　on 　the　bank　ofTi 〕ki　Mver　at　Tajimi　area
，
　and 　formation

　 　 of　mashes ．

TerracesurfaseElevation
　　（m ）

　　Relative
elevation （m ）

Deposit

　 ageEmergent　　 age

Fulimi−cyo
　mashe

Kokeizanmashe

H1210 一 38．6BeforMIS11

H2220 −230 2L4MISll

8
田
お
匸
幺
．聾
＝

H3 一 22．9

H4160 −200 17，1AfterMISllBeforMIS6
Formation
of　crest 　flat
（170−180m）

M1140 −160 12．9

8
田

お

さ
日
窯

：

M2120 −160 8．6MIS6MIS5 ／6Denudation
of　grabel

（depth　30m）

Formation
of 　crest 　flat
（120−130m）

M3120 −130 5．7AfterMIS6BefQrMIS5

Formation 　of

　　mashe

DenudaUon
of　grabe1
（depth　7m ）

Formation
of 　mashe

Ll110 −140 2．9MIS3」 　 

艶
3 お
　 　 ←

L2100 −llO 2．5MIS2MIS1 ／2
L390 −105 4．3MIS1
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　虎渓山湿地 （Fig．1Site　D ）に つ い て は こ こ に詳細 は記 さな い が，田力 ほか （2011）の

調査で は こ こ に は M2 面 と M3 面が隣接 して 存在す る．湿地 は M3 面上 に 形 成され て お り，

M2 面 との 比高は約 7m 程度 で あ る．こ こ で は土 岐口陶土 層が 下部止水層を形成するが ，

M3 面 は土 岐口 陶土 層の 上面 と標高が ほ ぼ
一致 して お り，　 M2 面 に 浸透 した地 下水 が M3

面に浸出 して こ の上 を流下 する形 で 湿地が造 られて い る．すなわ ち こ の 湿地 も，M3 面形

成時点で 湿地形成が可能に な っ た と考える こ とが 出来 る．

5 ．ま　 　 と　　 め

　東海丘 陵要素植物の 生育する東濃地 区の 湿地の うち，土岐砂礫層上 に造 られ た湿地に つ

い て ，微地形，湧水 の 状況，地質，土壌 を調査 し，湿地 の 成因と形成時期の 解 明 を試み た．

丘 陵部の谷頭 の形状 に は上部平坦 面に緩やか にす り付 くよ うな もの と，急崖 を形成 して そ

の 前 方に平坦 面 を有する もの ，及 びその 中間的な形 態 をとる もの が存在 した．こ の うち急

崖 を形成する谷頭 の 前 方平坦面が， こ の 地域 に特徴的 な発散型 の 湧 水湿地 とな っ て い た．

急崖 の 下端面及 び湿地面付近 は砂 礫層 とその 下部層で あ る シ ル ト，粘土 層の境界部に 当た

り， こ の 境界部に 地下水 が湧出 して 礫層 の 崩壊が 生 じて い た．こ の よ うな地形の 形態は ，

白井 （1978）が段丘縁辺部に お い て 崩壊 に よっ て 形成 される馬蹄形谷頭 とした地形 に類似

した もの と考え られ た．こ の ような状況か ら，湿地 は止 水層上 の 砂礫層が地下水 の 影響 に

よ っ て崩壊 し，崩積土が浸食 され る こ とに よ り形成され て い る もの と考 え られる ，

　湿地 の 出現す る尾根線沿 い に微地形 区分 を行 っ た と こ ろ ，その 出現パ タ
ー

ン は上部よ り

ヒ部斜面 一上部谷壁急斜面
一
段丘状平坦面 一下部谷 壁斜面

一
水路底

一
谷底面 とな っ た ．こ

の 内の 段丘 状平坦面 は砂礫層 と下部止水層の 境界部に，上記 した 崩壊 に よ っ て造 られ た も

の で あ り，湿地 は これ よ り下 方 に形成 されて い た ．段 丘状平坦面，上 ・下部谷壁斜面 に は

発散型の 湧水湿地が，水路底，谷底面に は収束型の 湿地が形 成され てお り， こ れ らの 地形

上 の 位置 か ら湿地の 分類がで きた．また，その 分類か ら湿地の形 成過程が説 明で きた．

　湿地 の 立地す る標高及 び丘 陵頂部との 比高 は地域 に よ っ て 様 々 な ものが み られ る が，そ

の 原因 は当地域が 第三紀 末期以 来多 くの 構造 運動 を受 けたこ とに よ る もの と推定 され る．

特に ブ ロ ッ ク化運動に よ っ て 当地域 は細 か く分断 され，基盤面の標高が細か く変動 して お

り，その 上 部 に 堆積 した 土 岐砂礫層 の 堆積基盤面 は場所 に よ り異 な っ た もの とな っ て い

る，こ の ため ，基盤上 に形成 され る湿地 も様 々 な標 高の 位置に形 成 され る ように な っ た と

考え られ る．

　以上 の ような湿地の 形成過程 を考 える と，湿地 の 形成は土 岐砂礫層の 基盤面以 下 に浸食

基準面が 降下 した時点か ら開始 され る と考え るこ とが出来る．段丘 面の 形成 され た時代か

ら 2 地点の 湿地に つ い て 形成可能 な時代を推定 した とこ ろ， い ず れ も MIS6 か ら MIS5 の

間以 降で あ る と推察 され た、湿地の 形成 時期 に つ い て は さら に 多 くの 湿地 に つ い て調 査

し，実体を解明する必要があ る，
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